
名川町におけるグリーンツーリズム

大川望美

I はじめに

グリーンツーリズムは、もともと過疎化・農地放棄で悩むヨーロッパの農村地域の農業政策の

ーっとして生まれた。国の補助により、低価格で長期休暇を過ごすことができる農家民宿が整え

られ、農家の農業以外の収入を得るための手段のーっとなった。これが、グリーンツーリズムの

始まりといわれている。現在ヨーロッパでは、長期休暇(バカンス)を利用して農山村を訪れ、

農家の営む民宿に滞在し、緑豊かな自然や人々との交流を楽しみながら、余暇を過ごすライフス

タイルが定着している。

現在、日本の農村でも、低価格の外国産農作物の輸入や、市場での農作物の価格不安定・低所

得、後継者不足などにより、農業の衰退・自給率の低下が深刻な問題となっている。また、政府

が1987年に打ち出した「総合保養地域整備法J(通称;リゾート法)により、全国に次々とゴルフ

場やリゾートホテル、テーマパークがつくられたが、バブルの崩壊により、多くの施設が多額の

負債を抱えて破産し、その際の乱開発により、地方で自然破壊が進んだ。

このような農業の衰退やリゾート法の反省を背景に、日本でもヨーロッパで発祥したグリーン

ツーリズムの考え方を農業政策として取り入れようとする動きがでてきた。ヨーロッパのグリー

ンツーリズムを視察・研究してきたGT研究会の中間報告を経て、平成4年、農林水産省はグリー

ンツーリズムを ‘緑豊かな農山村・漁村において、その自然・文化・人々との交流を楽しむ滞在

型の余暇活動と定義し、全国にグリーンツーリズムを推進・支援している。

グリーンツーリズムの特徴としては、美しい景観・新鮮な農作物・農家との温かい交流・農作

業体験などといった、農山村のありのままの資源を利用すること、またその際に外部地域からの

企業誘致などは行わないなどの点が挙げられる。

最近国民の問では、 「スローフード」や健康ブームにより、新鮮で安全な食材や健康に目が向

けられ、農業・農村に対する関心が高まっている。テレビ番組や雑誌・新聞のコラム等にも、農

業・農村体験をテーマとしたものが数多く取り上げられ、人気を博している。

このような国民のニーズに対応して、全国各地の農山村では、農家が各地域の特色を生かし様々

なグリーンツーリズムを展開し、過疎や農業衰退化に悩む農山村の活性化に役立てている。そこ

で、グリーンツーリズムにおいて、町全体で積極的な取り組みをおこなっている青森県名川町を

取り上げ、その具体的な活動や農山村への影響、今後の課題などについて検討することを本論文

の目的とする。



E 研究対象地域

名川町は、青森県の南東端に位置し、総面積は

83.45 k ni、平成12年国勢調査での人口は 9，250人、

世帯数 2，782世帯の小さな町である。人口は毎年微

減の状態が続き、高齢化が進んでいる。

北部は五戸町、東部は福地村・南郷村、西部は三

戸町・南部町、南部は岩手県二戸市・軽米町と隣接

する。東北本線(青い森鉄道)、国道4号線、国道

104号線が通過し、また2002年12月に東北新幹線「は

やて」が開通した八戸駅から、車で約30分の距離と、

第 1図:名川町の位置

比較的交通の便のよい位置にある。 rはやて」とは、青森県まで開通した初めての新幹線で、東

京と八戸聞を、最速2時間59分まで縮めた。 rはやて」開通による県内への経済効果は、年間

639億円にも上ると言われている。 rはやて効果」をいかに生かすか、県内各地で検討されている。

名川町でも、首都圏から、 「はやて」に乗って八戸駅に着いた観光客を、いかにして名川町へ取

り込むかについて真剣に検討し、 PR活動に力を注いでいる。

名川町は、年間平均気温9.7度と県内では比較的温暖な気候を活かした、果樹栽培を中心とする

農業の町である。農業粗生産額においては、果実が56%と、全体の半数以上を占めており、次い

で野菜が18%、米 7%となる。果実の中でも、さくらんぼにおいては、県内第一位の生産量をほ

こり、青森県のさくらんぽ生産全体の35%を占めている。青森県のさくらんぽ生産量は、意外に

も山形に次いで、全国 2位であるが、このととはあまり知られていない。名川町は、県内ではさ

くらんぼの里として知られているが、山形県のように全国区の知名度はない。

E 名川町のグリーンツーリズムの展開

名川町は平成5年度に、農林水産省から、県で唯一「グリーン・ツーリズム推進モデル地区」

の指定を受けた、グリーンツーリズムの町である。県内l位の生産量を誇るさくらんぼや梅、梨

をはじめとした豊富な果樹農産物や、名久井岳ふもとの馬淵川流域に広がる美しい農村風景、素

朴で温かい農家の人々の魅力を活用して、農業及び地域の活性化を促進している。本章では、名

川町でおこなわれている、様々なグリーンツーリズムの取り組みについて、述べていくこととする。

(さくらんぽ狩り)…表 1-① 

昭和61年、第l回「さくらんぽまつり」のイベントの lつとして、さくらんぽ狩りを始めた。

このさくらんぽ狩りが大好評で、毎年さくらんぼの季節になると、たくさんの観光客で賑わうよ

うになった。さくらんぽ狩りの成功には、農家の人の並々ならぬ努力があった。昔はさくらんぽ
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の樹は高木で、農家は梯子を使ってさくらんぼの収護をおとなっていた。その後、品種改良を練

り返し、今のような、観光客がさくらんぽ狩りそできるまでの、抵木の品種を作る事に成功した。

農家は非常に研究熱心で、現在でもさくらんぽ塾という勉強会を関いて、より容が満足するさく

らんぽ作りをめざしている。農家の中忙は、さくらんぽを詰める化粧箱のデザインに挑戦してい

る農家もいる。

第 1薮 名JII聖子グリーンツーワズムの取り組み
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長ド 度 3さ な 出 来 事

1986 (S61) ー第一時さくちんぽまつり開僕〈さくらんぽ狩りはじめる)...(1) 

1991 (H3) 
-摩チfさ地ェく直リら売ん施セぽ設ン狩タ「りー名体川1験0チ1ホ人ェーのリム会スにセテ所ンイ属タ」す始るj時.オる農ー家プ③のン奥② さん達で運営

1992 (H4) -農水省がグワーンツーリズムを提唱

1993 (H5) ・名JllIOJが農水省からグワーン・ツーリズムモデル地区指定を受ける
| →初めて農業体験修学旅行生の受入れ開始(神奈}l1)…@

1994 (H6) . Iながわファームステイ連絡協議会j 発足

1995 (H7) -名川町農業体験実習館「チェリウスjが落成

1997 (H9) . r名JIIドライフラワーセンタ-J落成

2000 (H12) -名川町ホームページ開設

2001 (H13) • r名川町農業観光振興会j 発足
2002 (H14) 

.4丹、 通f新そ年幹ば鰻韓の光卑日立け「四やや季てぐのj 」オーブン. 5丹、 まつり駅j開は業じめる…⑤

. 12月、 八四

2003 (H15) . 2丹、「名川町農業観光開捺機関連絡協議会j設立
. 8丹、無料シャトルパス f立がわフルーツパスj議仔関蛤

2004 (H16) • 10月、「連者村j 関村

名JllIOJが農水省からグl) リズムモデル地区指定を受ける

名川町勢療覧より作成

(チェリーセンター〉…表ト②

平成3年、産地臨死施設 f名]11チェリ…センタ…j がオ…ブンした。これまでは、収機した農

作物を、市場やスーパーに出荷して寂入を得るといった、一般的な方式をとっていた。しかし、

出荷できる農作物は、一定の規格基準(均一の色や影・安定した作物数など)を、満たさなければ

ならず、そうでないものは捨てる絶なかった。そこで、農家の奥さんのアイディアで、観桜外の

農作物を活用する方法として、様々な加工品が作られるようになった。このような加工品を販売

する施設として建設されたのが、名JIIチェリーセンターである。チェリーセンターの運営は「チェ

リーセンター101人の会j に所属する、 100入の元気な農家の奥さん達によって、運営されている。

惑に並べる商品の撞類や値段を、告分で決めて販売するフリーマーケット方式で、すべての商品

に生産者の住所・氏名・亀話番坊が記されている。新鮮でおいしい野菜や果物 e加工品が、{呈績

格で購入できるとあって、チェリーセンターの先上げは侍年伸び続け、平成11年には2鐙6千万

円を突破している(第2国〉。

3 -



チェリーセンター売上金第2図(万円)
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(通年農業観光)…表 1-⑤ 

平成14年4月、名川町は、

農業観光 四季の祭り」
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名川町役場資料「チェリーセンターの概要Jより作成よってさくらんぽ狩りだけできる。

通年農業観光における月別集客数 (H15)第3図りんご狩り、ぶどう狩りや、でなく、
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名川町におけるファー

いる。

W 

ムステイ

( 1 )農家によるファームステイ経営...第 1表一④

平成5年、農水省からグリーン・ツーリズムのモデル整備構想策定地区の指定(全国で25市町

同年、修学旅行生のファームステイ受け入れを開始し村が選定される)を受けたことを契機に、

生活を共にし、農作業体験や農家との交流を味わファームステイとは、農家の家に泊まり、た。

名川町は、農林水産省がグリーンツーリズムを提唱し、しかし第 1表一③の通り、うものである。

さくらんぽ狩り体験ホームスさくらんぽ祭りのイベントとして、農家民泊を推進する以前から、

テイをおこなっていた。

ファームステイの受け入れや、全を設立し、「ながわファームステイ連絡協議会」平成6年、

これからど国へのPR活動、国内外への研修・視察等をおこなっている。会員は現在21農家で、

ファームステイ連絡協議会に所属している受入れ農家をんどん増やしていく方針である。今回、

アンケート回収率71%)。対象にアンケート調査を実施した(平成15年度12月実施、

受入れ農家の特徴として、夫婦ともに専業である会員がほとんどで、両方兼業である会員はい

1日中生徒をみていなければならなかった。修学旅行生を受入れるファームステイにおいては、
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ないので、会社勤めの兼業農家には難しい。受入れ農家の年齢をみてみると、 40代---60代のベテ

ラン農家がほとんどで、 30代は一人もいなかった(第2表)。農業に関しての知識や経験のほか、

人間としても成熟していないと、農業と両立しながら中高生の子どもの面倒を見るのは難しいと

考えられる。

第2表 ファームステイ受け入れ農家 ※は主体経営者

番号 経営年数 受け入れ農家構成 主要作物ベスト 3 農業以外の職業

1 15年 ※夫 (60)、妻 さくらんぽ、水稲、 長いも 夫(公務員)

2 13年 ※夫 (50)、妻 りんご、さくらんぽ、梅

3 10年 ※夫 (40)、妻 さくらんぽ、野菜、 りんご 妻(福祉関係)

4 10年 ※夫 (50)、妻、息子 水稲、梅、野菜

5 10年 ※夫 (50)、妻 りんご、さくらんぽ、梨

6 10年 ※夫 (60)、妻、母 さくらんぽ、梅 夫(造園業)

7 10年 ※夫 (60)、妻 りんご、さくらんぽ、桃

8 10年 ※夫 (60)、妻、姉 梅、ぶどう、水稲 夫(加工業)

9 10年 ※夫 (70)、妻 りんご、さくらんぽ、桃

10 8年 ※夫 (60)、妻 りんご、さくらんぽ、桃

11 7年 ※夫 (50)、妻、息子 りんご、さくらんぽ、桃 息子(公務員)

12 7年 ※夫 (50)、妻 りんご、さくらんぽ、桃

13 2年 ※夫 (40)、妻 りんご、さくらんぽ、桃

14 2年 ※夫 (40)、妻 りんご、野菜、梅

15 1年 ※夫 (40)、妻 りんご、野菜、ブルーン

アンケート結果より作成(ファームステイ会員15農家. H15. 12月実施)

第4図はファームステイを始め

たきっかけや動機についてのアンケー

ト結果を示したものである(複数

第4図 ファームステイをはじめたきっかけ・動機

回答) 0 r人との交流を求めてJ

という回答が一番多かった。農家

は日中農作業で忙しく、家を離れ

ることができないので、外部との

交流の機会が少ない。そもそもファー

ムステイは、さくらんぽ狩りだけ

人との交流を求めて

都会の人に名川!のよさを知ってももうため

人に薦められて

地減活性化のため

観野を広げるため

家計のため

新しい生きがいのため

空いた部屋・土地を有効活用するため 10

自然保全のため |0

5 

9 

9 

12 

o 2 4 6 8 10 12 14 

アンケート結果より作成 (H15. 12月実施)

でなく、もっと観光客と交流したいという農家の声から生まれた。彼らが自主的・意欲的にファー

ムステイを進め、他の農家の意識を啓蒙して、徐々に会員農家を増やしていった。また、そのよ

うな農家の要望をくんで、町役場が熱心に支援・後押をしたことも、会員農家の増加につながっ

ている。町役場には現役のさくらんぽ農家も所属し、農家の実情を理解しているので、住民と町

役場の結束力が強い。
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第 5図はファームステイを始めて

困ったことについてのアンケート結

果を示したものである(複数回答)。

「農業との両立が難しいj という回

答が一番多い。修学旅行シーズンは、

各学校ほとんど同じで、一定の時期

に集中してやってくる。そのシーズ

ンが、さくらんぼの収穫期などちょ

うど一番忙しい時期にあたり、農業

第5図 ファームステイを始められて、
困ったと思うことをお答えください

農家との両立が難しい 司7
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アンケート結果より作成 (H15， 12月実施)
との両立が非常にたいへんだという。

その反面、 「困ったことは何もないJと回答した農家が次いで多かった。最初は困難もたくさん

あったが、今ではそれぞれの農家が独自のやり方を見つけている。

(2 )観光客の特徴(ファームステイ)

観光客の特徴としては、神奈川県や大阪府など、関東・関西の学校の修学旅行生が中心で、一

般客はほとんどいない。今回私がファームステイ体験した受け入れ農家も、修学旅行生以外の客

は私が初めてとのことだ、った。名川町だけでは、受入れ人数に限りのあることから、周辺地域に

もファームステイ受入れを呼びかけ、平成7年から、 三戸町、南部町、田子町を加えた4町での

受入れを開始した。このことによって、生徒数の多い学校でも、 4町に生徒を分配することで、

受け入れることができるようになった。最近では、グリーンツーリズムを取り扱う旅行会社が増

加していることから、名川町でも JTBや近畿日本ツーリストなどの大手旅行会社と連携を取り、

第3表修学旅行生の受け入れ実績

年度 学校・団体数 名HI町 三戸町 南部町 回子町 全体 受入れ学校・団体所在地

平成5年 1 (校〕 38(人} O O O 30 神奈川

H6 l 30 O O O 30 韓国

H7 2 40 37 37 37 151 神奈川(2)

H8 3 189 104 69 70 402 神奈川、大阪、韓国

H9 4 175 72 64 75 323 神奈川、大阪、 ドイツ、韓国

H10 3 145 109 106 113 473 京都、神奈川、大阪

H11 5 224 178 175 155 706 京都、神奈川(2)、大阪、韓国

H12 6 246 210 206 201 839 京都、神奈川(2)、大阪(2)、韓国

H13 3 152 151 131 138 572 京都、大阪、神奈川

H14 8 483 258 192 203 1136 京都、神奈川(5)、大阪、青森

名川町勢要覧「農業体験修学旅行受入れ実績」より作成
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棲学旅行生の受入れをおこなっている。

V おわりに

( 1 ) 今後の課題

通年農業観光をめ 名川町の課題

として、サクランボ狩りの季節以外の

時期においても、安定した集客を得る

ことが求められている。そこで今後の

取り組みとして、緩悲した通年観光の

PRのiまか、これまですクランボ狩り

と秋祭りの時期にだけ運行した八戸・

名川重工関を結ぶ無料送迎パス(フ)1----

ツパス〉を、通年運行させることを

定している。また、これまで細々に活

動してきた、ファームステイ協会・チヱ

1)ーセンタ…・チェリウスなどの運営

組織を樟互連携させることを目的とし

名川町農業観光関係機関連絡協議会を

し、さらなる観光客の誘致保進・

通年観光の町づくりをめざしている。

(第6関)

また、もう lつの として、名川

第器開 通年農業体験メニュー

2rf「果樹(梅山梨桃砿山高晃
Eナス γ 果樹の花の下での花発会

5 11 ~:，ラ繍
・冨 八ウス内のパラの花観賞‘切花主主ど販売有り

月 E量
-りんごむ授粉体験(柁摘み・講粟体最も脊り)
1E1ζ花粉をつける交配体験、秋にりんごプレゼントa 

月

ア
月

S
月

持ち帰りは月1)途

山 りんご狩り(藁構み体験も有り)
1¥ 90分間食べ放題、持ち帰り時!途
聞¥桃狩0
90分間食べ放題、持ち帰りは汚Ij途

ブルーン狩り
90分間食べ波題、簿ち帰りは別途

9
月

間

mn

1 1 
月

lh額約体験¥¥  鎌毛主使う官室主主がらの稲河り体験

¥ γ梨狩り〈和製洋梨)
、 ¥ 90分間食べ放媛、持ぢ帰りは男IJi会
¥ミ

¥ヘ ¥ぶどう狩り
¥ 90分間食べ放題、持ち帰りは別途

¥続もri体験
持ち帰りは別途、干し柿づくり然駿可

〈勇定)体験
算定のとそ利用しての努定体験

ー
月

2
月

3 
月

りんごオーナー
算定からもそY絞りまで指導をうけての裁洛然厳

町への一般観光客の滞在が望まれている。

名川町では、サクランボ狩りやチェリーセンターなどを目的とした日帰り客が約98%を占めてお

り、借泊客は約2克である。滞在型のファ…ムステイにおいても、{参学旅行生がほとんどで、一

般観光客は少ない。その理由として、日本の会社員はまとまった休暇を取りにくい上に、本チI~最

北端に位置する青森県と首都塵の距離の開題があげられる。そこで、平成15年の秩「達者村j の

関村が予定されている。達者村とは、半永久的に住む村民を募集し、地元の人と触れあいながら、

農村生活を満喫することのできる、長期滞在型のグリーンツーリズムである。達者村のタ…ケッ

トは、時間とお金に余裕のある、熟年層世代である。定年後の新たな生きがいとして、グ1)ーン

ツ…リズムが見寵されている今、 B本における新しい旅行スタイんとして、注目されている。
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(2 )名川町型グ1)ーンツ…リズム(名川町役場 酉村さんのお話かち)

世間一般では、グリーンツーリズムというと、農家民治や農作業体験などに接定されがちだが、

名JlI軒ではもっと京い意味でとらえている。例えば、長村に立ち時り、ただ景色を眺めてのんび

り逼ごすことも、グリーンツーリズムの lつである。これがグリーンツ…りズムだと決めること

が、そもそもの間違いで、人の数だけグリ…ンツーリズムは存在する。名川町では、訪れた観光

替の選択権を広げて、どのような観光客にも対応できるようにしている。グリ…ンツーリズムは

しには成立しない。農家は自分達の町の将来を担っている自分の仕事・役割jに誇りをもち、

常に新しいことにチャレンジしようとしている。そしてそのような農家の発想・要望吾、11fTがあ

くまでク 3コに識して、積極地にパックアップしている。このような住民主導・行或支援型の関

係が、名JlI軒のグリーンツ…ワズムを発壊させていると考えられる。
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